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川
を
上
れ
　
海
を
渡
れ

代
表
理
事

川

］蝙

弘

実

こ
の
表
題
は
、
１
８
８
７

（明
治
１０
）
年
４
月
に
創
刊
さ
れ
た

「新
潟

新
聞

一
以
来
百
四
十
年
を
記
念
し
て
新
潟
口
報
社
か
ら
発
刊
さ
れ
た
記
念

誌
の
表
題
で
す
．
「
は
じ
め
に
」
で
は
、
小
＝
敏
三
社
長
さ
ん
が
、
以
下

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

「川
を
上
れ
」
と
は
、
信
濃
川
の
上
流
に
向
か
っ
て
さ
か
の
ぼ
る
よ
う

に
先
人
た
ち
の
苦
間
の
歴
史
を
学
び
、
自
分
の
足
元
を
再
確
認
す
る
。
自

ら
が
よ

っ
て
立

つ
■
台
を
強
固
に
し
な
が
ら
、
新
た
な
使
命
を
奮

い
立
た

せ
て
ほ
し
い
〓

「海
を
渡
れ
」
と
は
、
Ｈ
本
海

の
大
海
原
に
こ
ぎ

い
で
て
新
潟
を
外
か

ら
見

つ
め
直
し
、
良
さ
の
発
見
や
課
題
を
見

つ
け
る
．
そ
の
上
で
未
来
に

向
け
て
呆
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
強
い
信
念
を
持

っ
て
ほ
し
い
．

こ
の
言
葉
　
文
章
か
Ｌ
、
そ
し
て
吉
籍
全
体
を
通
し
て
、
新
潟
口
報
社

の
気
概
と
熱
き
想

い
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ

っ
て
き
ま
し
た
¨

教
育
界
で
語
ら
れ
る

「
不
易
と
流
行
」
と
い
う
語
句
に
は
、
従
来
か
ら

少
し
違
和
感
が
あ

っ
た
の
で
す
が
、
こ
の

「
川
を
上
れ
、
海
を
波
れ
」
と

の
語
句
と
説
明
に
は
、
と
て
も
共
感
で
き
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
．
ま
た
、

「温
故
知
新
」
の

「故

（ゆ
え
こ

に，ヽ
は
過
去
の
出
来
事

の
由
来
や
理
由
・

背
景
と

い
う
意
味
が
、
「
温

（あ
た
た
め
る
こ

に」
は
自
分
自
身

の
中
で
深

く
受
け
止
め
る
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
〓
し
た
が

っ
て
、
「
温
故
」
に
は
、

「
川
を
上
れ
」
と
共
通
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
．

社
会
に
開
か
れ
た
教
育
諜
程
、
特
別
の
教
科
道
徳
、
小
学
校
英
語
、
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
を
は
じ
め
、
新
学
習
指
導
要
領
の
全
面
実
施
Ｌ
同
か

っ
て
歩
み
を
加
速
す
る
時
期
に
当
た
―，
、政
め
て

一
川
を
上
れ
」
マ
血
故
」

の
重
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
．
そ
し
て
、
複
雑
で
予
測
困
難
な
社
会
を
歩

む
子
ど
も
た
ち
が
た
く
ま
し
く
未
来
を
切
り
拓
く
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な

教
育
活
動
を
行

っ
て
い
く
べ
き
か
を
考
え
る
と

「
海
を
渡
れ
」
と
の
想
い

で
い
っ
は
い
に
な
り
ま
す
〓
自
信
と
誇
り
を
確
か
な
も
の
に
し
な
が
ら
―
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夏
季
大
学
講
座

下
期
　
回
　
８
月
６
口

（日
）
　
　
　
　
　
一

丁
会
　
場
　
朱
鴬
メ
ッ
セ
　
マ
リ
ン
ホ
ー
ル
　
一

丁
参
加
者
　
約
８００
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

教
師
や
社
会
人
と
し
て
の
資
質
を
高
め
る
機

会
と
す
る
た
め
に
、
教
育
に
関
す
る
原
理
的
研

究
や
教
育
課
題
解
決
の
方
策
及
び
社
会
問
題
等

に
つ
い
て
学
ぶ
講
座
を
実
施
し
た
（）

Ｏ
講
師
　
伊
藤
　
聡
子
様

フ
リ
ー
キ
ャ
ス
タ
ー

０
演
題
　
「
こ
れ
か
ら
の
学
校
づ
く
り
に
期

待
す
る
こ
ル
と

〈受
講
者
の
声
　
～
抜
粋
～
〉

‘．　

　

▼

一
番
心
に
響

い
た
こ
と
は
、
社

●
一　

―
・
　

会
を
変
え
る
リ
ー
ダ
ー
を
求
め
ら

・　
れ
た
こ
と
だ
．

・・

●
・　
　
　
社
会
の
変
化
に
対
応
で
き
る
力

を
付
け
る
だ
け
で
な
く
、
社
会
を

変
化
さ
せ
る
人
を
育
て
る
．
そ
れ

に
は
、
能
力
と
人
間
性
に
加
え
て

芯
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

子
ど
も
の
可
能
性
を
広
げ
る
学

校
づ

を
し

な
け

れ
ば

と

は

げ
ま

さ
れ

た
．

細
教
育
相
談
研
修
会

。
期
　
日
　
　
８
月
１７
日

（本
）
　

　

　

　

一

ヽ
‐９
口

（■
）

ム
ム
　
場
　
　
じ
ょ
い
あ
す
新
潟
会
館

参
加
者
　
　
２３
人

子
ど
も
の
問
題
行
動
を
解
決
し
、
解
消
す
る

た
め
に
、
信
頼
関
係
の
確
立
や
子
ど
も
理
解
の

力
量
を
高
め
る
た
め
の
研
修
講
座
を
実
施
し
た
．

〈受
講
生
の
声
　
～
抜
粋
～
〉

▼
生
き
て
い
く
中
で
、
持

っ
て
し
ま

っ
た
悩
み
、

持
た
さ
れ
て
し
ま

っ
た
荷
物
を
、
ひ
と
り
で
持

っ
て
歩
む
の
は
大
変
で
す
。
子
ど
も
た
ち

・
保

護
者

・
同
僚
、
そ
し
て
、
と
な
り
合

っ
た
人
た

ち
の
荷
物

（悩
み
）
を
そ
の
人
ご
と
丸
ご
と
受

け
止
め
ら
れ
る
よ
う
な
聴
き
方
を
し
て
い
け
る

人
間
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
〓

▼
居
心
地
の
い
い
集
団
の
中
で
、
気
持
ち
良
く

）字
び
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
〓
こ
れ
は

去
ら

と
、
参
加
者
も
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
も
、

相
手
を
想
う
気
も
ち
を
強
く
も

っ
て
い
る
か
ら

だ
と
相
′し、い
十
二
，
〓

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
集
団
の
中
で
、
失
敗
を

遠
慮
な
く
で
き
て
い
る
自
分
も

い
ま
し
た
〓
失

敗
し
た
こ

と
か
ら
学

ぶ
こ
と
が

多
く
あ

っ

た
よ
う

に

思

い
ま
す
．

失
敗
も
心

地
よ
く
で

き
る
集
団
、

と

て
も
あ

り
が
た
か

っ
た
で
す

保
護
者
の
た
め
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
講
座

下
期
　
日
　
９
月
３
日

（日
）　
　
　
　
　
　
一

Ｔ
会
　
場
　
新
潟
教
育
会
館
　
　
　
　
　
　
　
一

Ｔ
参
加
者
　
７
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

自
分
の
気
持
ち
を
聴
い
て
ほ
し
い
と
い
う
子

ど
も
の
思
い
を
、
効
果
的
に
聴
き
取

っ
て
や
る

方
法
に
つ
い
て
の
講
座
を
実
施
し
た
．

〈参
加
者
の
声
〉

▼

「大
文
夫
？
」
と

い
う
言
葉
が
け
が
Ｎ
Ｇ
ワ

ー
ド
と
は
〓
確
か
に
そ
う
尋
ね
ら
れ
た
ら

「大

文
夫
」
と
言

い
返
さ
れ
そ
う
〓
納
得
し
ま
し
た
．

Ｙ
ｅ
ｓ
、
Ｎ
ｏ
で
し
か
答
え
ら
れ
な
い
質
問

は
ひ
か
え
よ
う
と
思
い
ま
し
た
．

今
回
、
講
座
で
き

い
た
こ
と
を
、
早
く
帰
宅

し
て
ス
機
に
試
し
て
み
た
い
と
お
も

い
ま
し
た
．

▼
チ
を
き

い
て
あ
げ
る
こ
と
は
な
か
な
か
で
き

ず
、
子
ど
も
と
の
会
話
が
い
つ
も

一
方
的
に
な

´́
て
し
ま

っ
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
た
ら
い
い

う
か
ｔ
ん
で
い
ま
し
た
が
、
こ
の
講
座
を
受
講

し
て
、
具
体
的
な
接
し
方

・
き
き
方
が
分
か
り

と
て
も
よ
か

っ
た
で
す
ｃ
上
手
く
き
け
る
の
か

少
し
不
安
は
あ
り
ま
す
が
、
今
日
の
事
を
思
い

だ
し
て
、
子
ど
も
と
接
し
て
い
き
た
い
と
思
い

サ
メ
ユ，
〓

教
師
カ
ア
ッ
プ
講
座

期
　
日
　
″／
月
２６
日

（口

ム
ム
　
場
　
新
潟
教
育
会
館

参
加
者
　
延
べ
４５
人

具
体
的
な
指
導
方
法
を
学
ぶ
た
め
の
２
講
唯

を
実
施
し
た
．

０
第
１
講
座

「主
体
的
　
対
話
的
で
深

い
学
び
の
た
め
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
活
用
」

講
師
　
片
山
　
敏
郎
様

）

日
本
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
学
会
会
長

新
潟
市
立
新
潟
小
学
校
教
諭

〈受
講
生
の
感
想
〉

▼
初
め
て
タ
ブ

レ

ッ
ト
を
使

い

ま
し
た
．
と

て

も
分
か
り
や
す

い
な
レ
畠
心
い
ま

し
た
．
学
校
で

も
取
り
入
れ
ら

れ
た
ら
い
い
な

と
思
い
ま
し
た
．

個
人
的
に
も
購

入
し
て
み
た

い

で
す
（）

Ｏ
第

２
講
座

▼
明
日
か
ら
使

え
る
よ
う
な

エ

ン

カ

ウ

ン

タ

ー

を
具
体
的
に
教

え

て
い
た
だ
き

と

て
も
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。

改
め
て
、
学
級

経
営
の
大
切
さ

に
気
づ
く
、
と

て
も

い
い
機
会

に
な
り
ま
し
た
。

「主
体
的

・
対
話
的
で
深

い
学
び
の
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
に
つ
く
学
級
集
団
づ
く
り
」

ヽ
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
の
新
し
い
展
開

ヽ

講
師
　
吉
澤
　
克
彦
様

上
級
教
育
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

新
潟
大
学
教
職
大
学
院
教
授

〈受
講
生
の
感
想
〉
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第
２‐
回

教

美

展

・
期
　
間
　
　
１１
月
２５
回

（水
）

ヽ
１０
月
３‐
回

（火
）

。
作
品
鑑
賞

・
解
説
会

１０
月
２８
日

（上
）

新
潟
県
民
会
館

一
　

　

　

　

（ギ
ャ
ラ
リ
Ｉ
Ａ
二

一・
レ
セ
プ
シ
ヨ
ン
　
　
　
　
　
　
一

一　
１０
月
２８
口

（土
）
　

　

　

　

一

一　
じ
ょ
い
あ
す
新
潟
会
館
　
　
　
一

教
職
員

（退
職
教
員
を
含
む
）

等
に
美
術
作
品
の
発
表
と
鑑
賞

・

技
術
向
上
の
機
会
と
場
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、
多
く
の
鑑
賞
者
に

生
涯
学
習
や
、
豊
か
な
心
の
教
育

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
美
術

展
覧
会
を
実
施
し
た
．

今
年
度
は
、
第
２‐
国
民
と
い
う

）

夫
も
き

っ
と
あ
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

▼
例
年
に
な
く
力
作
が
多
く
、
す
ば
ら
し
い
展

覧
会
で
あ

っ
た
。
絵
画
、
工
芸
、
書
に
優
秀
な

作
品
が
見
ら
れ
て
感
動
し
た
。

特
別
支
援
教
育
の
助
成

丁
理
事
会
で
決
定
　
１０
月
１４
回

（十
）

丁
助
成
金
授
与
式
　
Ｈ
月
１１
回

（火
）

県
内
小

。
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
、
特
別

支
援
教
育
諸
学
校

（学
級
）
及
び
特
別
支
援
教

育
の
教
室
の
６
校

（級
、
室
）
に
、
各
５
万
円

を
助
成
し
た
こ

〈助
成
校
〉

〇
三
条
市
　
　
一暴
館
小
学
校

０
新
発
円
市
　
外
ヶ
輪
小
学
校

Ｏ
新
潟
市
　
　
早
通
南
小
学
校

０
妙
高
市
　
　
新
井
中
学
校

０
長
岡
市
　
　
越
路
中
学
校

０
佐
渡
市
　
　
金
井
中
学
校

昭
和
４７
年
以
降
本
年
度
ま
で
、
助
成
し
た
学

校

（学
級
）
は
、
瑚
校

（学
級
）
に
及
ん
で
い

）

「教
育
調
査
報
告
書
第
７
号
」
の
発
刊

教
育
調
査
報
告
書
」
は
、
様

々
な
教
育
諜

題
に
つ
い
て
、
教
職
員
や
保
護
者
の
意
識
や
実

態
を
調
査
―
ン、
発
刊
を
通
し
て
、
現
状
と
改
善

の
方
法
を
提
言
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い

´̈　（一一一）　．．．

（小

・
中
学
校
）

教
育
会
館
の
活
用

新
潟
教
育
会
館
の
研
修
室
、
資
料
零
を
教
育

研
究
団
体
や
要
請
の
あ

っ
た
団
体
に
貸
与
し
、

施
設
の
活
用
を
図

っ
た
　
一３
月
の
予
約
含
む
）

・
使
用
団
体
　
延
べ
Ⅲ
団
体

・使
用
者
　
　
延
べ
ｍ
人

教
育
情
報
の
発
信

有
意
で
適
時
性
の
あ
る
教
育
諸
情
報
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
各
種
広
報
誌
で
発
信
し
た
。

※

「教
育
会
報
」
（年
３
回
二

教
育
研
究
所

所
報
」
（年
３
回
）
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
「
要

覧
」
等

新
た
な
歩
み
を
進
め
る
年
と
な

っ
た
〓

０
出
品
部
門
及
び
出
品
数

（点
）

日
本
画

（７
Ｉ

洋
　
両

（４７
）

版

画

（３
Ｉ

彫

塑

（４
）

工
　
一云

（１４
了

奎
［
　
道

（２０
）

写
　
宣
（
（１９
）

○
出
品
総
数

Ｏ
入
場
者
数

〈入
場
者
の
声
〉

▼
静
か
な
中
で
、

若
干
お
し
ゃ
べ
り

し
な
が
ら
拝
見
．

力
作
ぞ
ろ
い
で
、

で
も
威
圧
感
は
な

く
、
と
て
も

い
い

時
間
で
し
た
。
量
、

展
示
の
仕
方
の
工

に
〇 つ 本
発 い 年
刊 て 度

月又 は
り   

｀

平 上 多
成 げ 忙
30 /‐  化
年

°
解

2   7肖
月
25
日

鯵
〓́

ゞ
言

〈平

４

月

４

月

４

月

５

月
６
月
２
日
白

６
月
１３
口
円

６
月
１７
回
白

６
月
２５
回
出

６
月
２７
口
山

７
月
１５
日
山

８
月
２７
口
日

８
月
３０
回
中

９

月

２

回

上

９

月

６

ロ

カ

９

月

％

口

］

１０
月
１４
回
吐

Ｈ
月
１
回
よ

Ｈ
月
１４
口
山

‐２
月
３
日
山

〈平
成
３０
年
〉

１
月
１７
Ｈ
巾
　
第
５
回
連
絡
会

２
月
３
Ｈ
中
　
研
究
論
文
執
筆
説
明
会

２
月
２４
口
中
　
「第
２２
回
教
美
展
」

第
１
回
小
委
員
会

２
月
２８
口
巾
　
第
６
回
連
絡
会

※
３
月
１７
日
山
　
第
４
回
理
事
会

第
２
回
計
議
員
会

※
３
月
２８
Ｈ
巾
　
第
７
回
連
絡
会

※
は
、
実
施
予
定

会
務
報
告

成
２９
年
〉

‐８
日
”

‐９
日
山

”
□
出

‐３
口
田

会
計
監
査
会

第
１
回
連
絡
会

第
１
回
理
事
会

第
１
回
評
議
員
会

（定
時
評
議
員
会
）

第
２
回
理
事
会

２９
年
度
事
業
案
内
、
上
記
刊
行

物
等
発
送

第
２
回
連
絡
会

一
冊
子
　
報
告
書
」
発
刊

「
第
４３
回
教
育
相
談
研
修
会
」

実
行
委
員
会

資
料
選
定
委
員
会

「第
２．
回
教
美
展
」

第
１
回
実
行
委
員
会

教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
説
明
会

資
料
選
定
委
員
会

第
２‐
回
教
美
展
小
委
員
会

第
３
回
連
絡
会

特
別
支
援
教
育
助
成
校

選
考
委
員
会

第
３
回
理
事
会

資
料
選
定
委
員
会

第
４
回
連
絡
会

「第
２‐
回
教
美
展
」

第
２
回
実
行
委
員
会

珍枷ぃぶ
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現
職
の
皆
さ
ん
の
教
師
力
の
同
上
や
保
護
者

の
皆
さ
ん
の
子
育
て
を
支
援
す
る
た
め
、

２９
年

度
は
４３
件
の
要
請
に
対
し
て
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
を
派
遣
し
た
¨
校
内
研
修
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
、

サ
ー
ク
ル

・
団
体
の
研
究
活
動
等
の
諸
活
動
に

対
す
る
派
遣
で
あ
る
。
現
在
、
当
研
究
所
に
登

録
し
て
い
る
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
８６
人
で
あ

る
．
経
験
と
識
児
〓
か
な
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
大

い
に
活
用
願

い
た
い
．

０
支
援
対
象

校
内
研
修
が
全
体
の
５
割
弱
を
占
め
た
（．
校

内
研
修
で
は
授
業
研
究
で
の
指
導

・
助
言
、
講

話
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
地
域
の
サ
ー
ク
ル

活
動
等

へ
の
派
遣
も
多

い
〓

瞼
ポ
は
ほ

県
内
の
小

・
中
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
教

職
員
の
優
れ
た
研
究
実
践
や
研
究
成
果
を
広
く

紹
介
し
、
読
者
で
あ
る
教
職
員
の
研
究
意
欲
と

資
質

・
指
導
力
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
「
教

育
研
究
論
文
集
」
を
発
刊
す
る
。

本
年
は
、
第

一
年
次
で
発
刊
は
次
年
度
で
あ

る
が
、
応
募
締
め
切
り
日
を
１２
月
１
日
と
し

一

般
公
募
を
行

っ
た
。

月男」派遣実績

4月 1

5月 4
6月 1

7月 5
8月

9月 4
10月 2

11月 5

12月 4
1月 0
2月 5

3月 1

月
別
で
は
、
８
月
が
大
幅
に
増
加
し
た
．
夏

休
み
、
ゆ
っ
た
り
し
た
回
程
の
中
で
真
剣
に
研

修
に
励
ん
で
い
る
教
員
の
姿
が
う
か
が
わ
れ
る
〓

体
Ｈ
や
夜
間
の
派
遣
に
も
対
応
し
て
い
る
〓

０
地
域
別
の
派
遣

新
潟
市
を
含
む
下
越
地
区
は
２５
件
、
中
越
地

区
は
１７
件
で
あ

っ
た
．
特
に
、
新
潟
市
、
新
発

Ｈ
市
、
十
日
町
市
の
皆
様
か
ら
多
数
活
用
し
て

い
た
だ

い
た
。
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
県
下
各

地
に
居
住
し
て
お
り
、
派
遣
に
対
応
し
て
い
る
ｃ

２９
年
度
版

一
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
リ
ス
ト
」
を

作
成
し
た
の
で
、
ご
覧
の
上
さ
ら
に
活
用
願

い

た
い
。

○
応
募
者
総
数

総
合
学
習

生
涯
学
習

キ
ャ
リ
ア
教
育

国
語

（小
）

社
会

（小
）

社
会

（中
）

算
数

数
学

理
科

（小
）

英
語

音
楽

図
画
工
作

体
育

（小
）

体
育

（中
）

家
庭

道
徳

特
別
活
動

生
徒
指
導

３７
人

一
Э

Ｉ
ブ、

１

人

２
人

１
人

１
人

１
人

４
人

１
人

２
人

１
人

１
人

２
人

８
人

２
人

１
人

１
人

１

人

１

人

教
育
資
料
零
の
整
備
は
、
以
前
会
報
に
掲
載

し
ま
し
た
左
記

一
ヽ
二
に
沿

っ
て
作
業

（資
料

の
廃
棄
、
新
規
配
架
等
一
を
進
め
て
お
り
ま
す
．

現
在
は

「
牢
き
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
」
「
新
規

配
架
」
「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成

の
準
備
」
等
を

行

っ
て
い
ま
す
．

一　
現
存
資
料
で
今
後
も
保
存
す
る
資
料

●
　
新
潟
教
育
会
の
資
料

②
・
教
育
史
上
の
貴
重
な
資
料

０
・
教
育
関
係
諸
機
関
の
記
念
誌
、
名
簿

，な
´
一

④
　
Ｌ
小内
の
師
範
学
校
に
か
か
わ
る
資
料

０
　
新
綺
早
内
の
教
育
資
料

一
一　
今
後
収
集

・
保
存
す
る
資
料

０
　
０

ｏ
４字
軒

〓
一　
活
用
し
や
す
い
資
料
室
に
向
け
て

一
一　
保
存
資
料
以
外
は
他

へ
移
動
又
は
廃

〓ネ
一，
・，０

一
一　
ミ
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
し
、
活

用
す
る

右
記
●
～
０
を
寄
贈
い
た
だ
く
場
合
、
事
前

に
電
話
や
メ
ー
ル
等
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

○
提
供
さ
れ
る
資
料
の
全
て
を
お
受
け
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
寄
贈
後
の
保
管

・
管
理

・
活
用

・
廃
棄
な

ど

一
切
を
教
育
会
に
お
任
せ
願
い
ま
す
。

資
料
室
の
整
備

・
寄
贈
資
料
の
受
入

・
蔵
書

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
等
は

「資
料
選
定
委
員

会
」
を
中
心
に
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

）

《
資
料
選
定
委
員
会
》

斎
藤
寿

一
郎

（委
員
長
）
　

伊
藤
　
充

羽
入
正
路
　
川
端
弘
実
　
熊
倉
忠
夫

樋
口
光
栄
　
五
十
嵐
幹
郎

０
第
１０
回
教
師
カ
ア
ッ
プ
講
座

７
月
２９
日

（回
）

新
潟
教
育
会
館

Ｏ
夏
季
大
学
講
座

・
８
月
４
回

（上
一

・
長
岡
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル

Ｏ
第
４４
回
教
育
相
談
研
修
会

・
８
月
１６
□

（本
）
ヽ
１８
日

（■
）

・
じ
ょ
い
あ
す
新
潟
会
館

●
保
護
者
の
た
め
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
講
座

・
９
月
２
回

（Ｈ
）

。
新
潟
教
育
会
館

●
第
２２
回
教
美
展

・
平
成
３‐
年
１
月
１０
回

（本
）ヽ

‐６
口

（水
）

。
新
潟
県
民
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
Ｉ
Ａ

（３
Ｆ
）

本
号
は
、
本
年
度
の
会
務
及
び
事
業
の
報
告

を
中
心
に
編
集
し
ま
し
た
。

皆
さ
ま
の
ご
支
援
の
お
か
げ
で
、
当
初
計
画

し
た
事
業
等
が
無
事
に
実
現
で
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

新
潟
教
育
会
館
は
、
月
曜
日
を
除
く
、
平
日

の
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
開
館
し
て
お

り
ま
す
。
土

・
日
の
利
用
も
可
能
で
す
の
で
、

大

い
に
ご
利
用
下
さ
い
。


